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Ⅰ.問題の所在と目的 
2020(令和２)年より新型コロナウイルス感染症は教育に

甚大な影響を与えている。影響の一つに三密回避を目的と

したオンライン学習の実施が挙げられる。オンライン学習

は、高等教育機関を中心に、ビデオ会議システムを導入し

たリアルタイム講義、動画の視聴を通して自ら学習を進め

るオンデマンド型講義などが取組まれている。 
成人期知的障害者の生涯学習支援の取組であるオープン

カレッジ東京は2019年度まで対面型講義の実施を通して、

知的障害者の学習特性に応じた指導方法の開発に取組んで

きた(今枝他,2020)。しかし、新型コロナウイルス感染症の

影響で 2020(令和２)年は開催中止となり、現在、動画視聴

によるオンデマンド型オンラインのための教材を作成して

いる。しかし、オープンカレッジ東京も含めて、知的障害

者への学習支援についてはこれまで対面型授業、講義を主

としてきたため、オンライン学習における知的障害者に対

する指導方法の特徴は明らかにされていない。コロナ禍に

おける知的障害者の生涯学習の保障を検討する上でも、オ

ンライン学習における指導方法の特徴を明らかにしていく

ことは喫緊の課題であると言える。 
以上より、本研究では、オープンカレッジ東京で実施さ

れた「ディスカバー講座」を基に、対面型講義で用いられ

たスライドと現在作成中であるオンデマンド型オンライン

用の学習動画の比較を行う。比較を通して、知的障害者の

オンデマンド型オンライン学習における指導方法の特徴を

明らかにすることを目的とする。 
Ⅱ.方法 
１.対象：2019 年度に「ディスカバー講座」で実施した「世

界の米」の対面型講義スライドと、現在作成中の「要素の

抽出をしよう～社会科編～」（仮）のオンライン講義動画で

ある。２.講義の流れ:対面型講義では最初に講師講義を聞

き、講義内容をまとめた資料から、それぞれの題材(例：ジ

ャバニカ米)の特徴を表す言葉(要素)を文章から抜き出し、

付箋に書いてシートに貼る活動を行った（資料１参照）。要

請に応じて観点を記したヒントカードを配布し、必要に応

じて個別に支援した。オンライン講義動画「要素を抽出し

よう」は、資料から抽出する方法の習得を目標とした講義

である。講師による講義はなく、題材（例：うどん）につ

いて説明された文章から、特徴を表す言葉（要素）を抜き

出し、付箋に書いてシートに貼る活動を行っている。どち

らも、「要素の抽出」という活動の学習場面が共通している。 
 
 
 
 
 
 

資料１．対面式講義で使用した要素の抽出シート 

３.手続き：スライド及び動画開始後の講義担当者の指示

内容について、学習準備と講座展開という２場面の共通点

及び相違点を整理した。 
Ⅲ．結果  
１.学習準備状況：対面型講義とオンライン講義の学習準備

状況の相違点について表１に表す。 
表１．学習準備状況における相違点 

 対面型講義 オンライン講義 
文具等 
必要物品 

支援者が事前準備しその

都度配布 
学習者が自分で用意 
⇒購入方法動画を作成 

ワーク 
シート 

支援者が事前準備し配布 学習者が自分で作成 
⇒作成手順動画を作成 

学習環境

整備 
支援者が適宜言葉をかけ

たり整えたりする 
学習者自身が整える 
⇒視覚支援と準備時間を確保 

 オンライン講義では、学習者が必要なものを自分で用意

するための支援や、学習者自身が学びやすい環境を整える

ことができるような支援を新たに検討する必要があった。 

２.講座展開：対面型講義とオンライン講義の講座展開にお

ける共通点と相違点について表２に表す。 

表２．講座展開における共通点と相違点 
対面型講義

との共通点 

・例題⇒実践の順に取り組む 

・例題は、１行程ずつ例示を見せる。 

・ヒントを活用できるようにし、一人で取り組めるようにする。 

オンライン

講義に取り

入 れ た 点

（相違点） 

・例題に取り組む前に、例題の全行程が見られる動画を導入。 

・例題以外の活動についても、一指示に対し一動作できるよう、

活動をスモールステップに分ける。 

・学習者が一動作ごとに正誤を確認できるよう、一行程ごとに

確認や評価を行う 

 オンライン講義では、活動の初めに全行程の動画を取り

入れることで、学習者にとって目標が明確になり、活動へ

の見通しや完成への期待感が活動の動機づけになるように

した。また、対面型講義では、適宜支援者が訂正や即時強

化できたが、オンラインでは学習者の状況を把握すること

ができないため、対面型講義よりも活動を動作で細分化し

たり、動作ごとに確認や評価等フィードバックを入れたり

して、間違いを最小限にし、学習者が動機づけを維持でき

るようにした。 

Ⅳ．考察 
 知的障害者のオンライン学習では、教材準備や学習環境

の構造化等オンライン学習ゆえの配慮と、ワーキングメモ

リや学習への動機付け等、知的障害者の学習上の困難さへ

の配慮が必要であった。これまでの知的障害教育に関わる

先行研究でも学習準備に関わる活動はほとんど検討されて

いない。そのため、オンライン学習では、動画を再生する

際の学習準備状況も含めて検討を行っていくべきである。 

現時点では、オンライン講義は試作段階である。今後の

課題として、実際に本講義動画で知的障害者が学習可能か

どうか検証することが挙げられる。その中で、学習しやす

い動画の再生時間、学習者の活動スピードや発達段階に配

慮した動画構成等も検討していく必要がある。 
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